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AI予約配車システムを活用した持続可能なフルデマンド交通

久米南町について
人口・世帯数 4,530人、1,793世帯（令和2年国調）

高齢化率 約45％（県内の自治体で1位）

平地が少なく、大半が丘陵地
面積 ７８．６５ｋｍ²
中心部を南北に国道とＪＲが縦断
ＪＲの駅は３駅存在

民間路線バスなし、タクシー事業者もなし

１時間に一本のJR（汽車）とスクールバス兼コミュニティバスのみ

カッピーのりあい号運行前の状況



動画1をどうぞ

2



動画1をどうぞ
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コミュニティバス形態をやめ、デマンド交通「カッピーのりあい号」

（事前予約制・定時運行）の運行開始

隔月で右回り左回り、便ごとに経路が変わる

最初に乗車すると下車まで１時間以上かかることがある

100ｍ先のバス停でも高低差あり歩けない
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各ゾーンと町中心部とを運行するドアツードア型で運行開始

1・2便は、前日予約のため、 3・6便に利用が集中し非効率。

往路復路とも時間帯の制約があり利用しづらい

ゾーン外への予約方法が分かりにくい
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9時台と12時台の
便に利用が集中

時間帯別利用者数（2018年度）

初代カッピーのりあい号の課題
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AIを活用した予約・配車システムの導入
トヨタモビリティ基金（TMF）の助成を受け、AI配車システム（未来シェア「SAVS」）を

導入し、 主に以下の取り組みを実施（２０２０年１月）

01 時刻の定め無し、いつでも、町内どこへでも行けるように
（時刻表とゾーン制の撤廃）

02

03 スマホ・PCで予約ができるように

乗車の直前まで予約が可能に
（1時間前予約の締め切り撤廃）
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利便性向上と運行効率化による効果

特定時間帯への利用集中が緩和。

車両数を6台から5台に削減し、経費削減

削減した公的負担額の再配分により、土日祝日の運行、運行時間帯拡大

運行曜日
Before 平日 8：00～17：00

▼
After 平日 7：30～18：30

土日祝 8：00～17：00
※年末年始を除く

運行効率化により、さらなるサービス水準向上が実現

車両台数
Before 平日6台

▼

After 平日5台（木曜のみ3台）
土日祝 2台
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AIを活用した予約・配車システムの導入

2021年4月～2020年1月～運行開始当初

運行時間内であれば、いつでも利用可能8時台から17時台まで、一日あたり6往復12便運行時間帯・便数

毎日
（年末年始は運休）

土日祝を除く平日
（年末年始は運休）

土日祝を除く平日
（年末年始は運休）

運行日

平日 7:30～18:30
土日祝 8:00～17:00

8:00～17:008時台～17時台運行時間

ゾーン区分を無くし、町内どこでも乗降可能町内を5つに区分したゾーンと町中心部との間運行区間

乗車直前まで予約可能乗車の1時間前（朝1便と2便は前日まで）予約締切時刻

電話とスマートフォン（Webアプリ）電話のみ予約方法

＜運行形態変更点まとめ＞
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貨客混載の実施
飲食店の商品宅配、保育園の給食用食材配達など

＜貨客混載の取組＞

01
02
03
04

町内飲食店商品の宅配サービスを実施

町内各種小売店へ対象を拡大

町内個人宅間での輸送を開始

農産品直売所への出荷サービスを開始
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利便性向上と運行効率化による効果
利用者数が増加（2019年度:8.７千人→2023年度：19.2千人）

2.2倍に増加

月間利用者数
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利便性向上と運行効率化による効果
1利用当たりの経費が大幅に改善。
利用数増に伴い乗合率も上昇。
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2018年度 SAVS導入後（2020/1/20～12/31）

利便性向上と運行効率化による効果

「行きたい買い物先まで、自分一人で行けるようになった」利用者が66.4%

外出頻度が増えたと回答した利用者が39.8パーセント

その他の目的利用が4.5倍に増加。（余暇活動への利用が増加）

利用目的の変化（自宅を除く）

12.4% 27.4% 40.7% 7.1%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年度（n=113)

増えた 少し増えた 変わらない 少し減った 減った

昨年（SAVS導入前）と比較した
外出頻度の変化
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持続可能な移動手段を構築するためには
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① ニーズにあったものであること≒利便性

② 適正な運賃と運行経費であること≒経済性

③ 明日もそこに存在すること≒継続性

新しい乗り物やシステムありきではなく、移動課題を正しく把握した
うえで、解決策を検討する

効率性、収益性を高める仕組みづくりを模索する

明日はないかもしれないものに自家用車の代わりを託せる人は少ない


